
食物の生産_TTt湘丑を行っている｡

9)ゼニガタアザラシのセンサスの入網溺死個

体の生物調査

和田一雄

センサスは8月と9月に実施した｡死亡例肘 こ

ついての田内容物.内部生雅邦紐約枚窮､等を行

なった｡

総 税

1)野沢 謙(1983):日本の家畜とその系統｡

｢日本文化の原像を求めて書日本農耕文化の

砕流｣ (佐々木高明編)pp.213-242.日本

放送出版協会｡

輪 文

1)Minezawa,M andValdiviaBリC.∫.(19

84):CytogeneticStudyoftheBolivian

TitiandRevisionofitsCytotaxonomic

State.Kyoto University Overseぉ Re-

searchReportsofNewWorldMonl(eps

Ⅳ:39-45.

2)Minezawa,M andValdiviaB.,C.∫.(19

84):CytogeneticStudyoftheBolivian

Monkeys:1PreliminaryReportonKar-

yotypesofCebusapella,Saimiriscz'u･

.reus.lotusazaraeandSagUinuslabi･

atus.KyotoUniversityOverseasRese-

archReportsofNew WorldMonkeys

Ⅳ:53-67.

3)Wada,K.(1983):Long-term Changes

intheWinterHomeRangesofJapanese

MonkeysintheShigaHights.Primates

24(3):303-317.

研究報告 ･その他

1)川本 芳(1983):遺伝的変異から見たマカ

ク屈の分化｡モンキー,27:32-37.

2)ニホンザルの奇形に関する総合的研究

- 奇形の実態調査と原因発明-

昭和56-58年度科学研死乃祁助企(総合研究

A )研究成-果報包む (分担者 :野沢 誹､峰

沢 満 )

3)和田一札 羽山伸一,宇野裕之,中岡利札

(1983):ノサップ岬の秋サケ定置漁菜にお

けるゼニガタアザラシの被告について｡鯨研

一19-

通la 853:53-61.

学 会 発 案

I)川本 労.庄武孝我,野沢 調 :畠喚性マカ

ク8和の耶問分化の比較.日本氾伝学会第55

回大会 (1983).

2)川本 芳,寺尾,Trr小治.長文 昭 :カニクイザ

ル柴田の逝伝分化-マレーシア,インドネシ

ア.フィ.)ピン袋田の比較-.邦28回プT)マ

ーテス研究会 (1984).

3)峰沢 満 :ニホンザル (Macacafuscata)

幸島群のC-バンド変只.日本氾伝'学会那55

回大会 (1983).

4)峰沢 満 :ポ1)ビア産新世界ザルの氾伝的変

Bq-･-予報｡第28回プリマーテス研究会(1984).

生活史研究部門

河合雅雄･杉山亭丸･大沢秀行･森 明雄･

丸橋珠樹 1)

研究 概要

l)西77I)カ熱附多雨林および乾燥サバンナ

の挟界招柄の社会生態学的研究

河合雅雄 ･大沢秀行 ･耗 明雄

西アフリカ･カメルーン回の南部熱田多雨林に

おいて1979坪より地上性のマンドリルの調玉が採

企生態学的観点を中心に継続中であり.1982年か

らは同所に生息する樹上性の7校の詔長矧 こつい

ても森林適応の観点から調査が行われている｡さ

らに1983年からは同国北部の乾燥サバンナにおい

てパタスザルおよびベルベットザルの調査も,節

原適応の観点から開始された｡これらの相互比較

によって同一亜科に屑する各校の兜なる環境への

適応様式が明らかにされつつある｡

2)ニホンザルの偶作が動態および採食生惜学

的研究

杉山率九 ･大沢秀行 ･丸橋珠樹

托崎山のm付け個体群を対象に個体捺識による

跳年追跡を続行Fflであり,詳細な人口学的パラメ

ーターを罪出し生命表を完成しつつある0-万,

詔仙山では餌付け中と餌付け放棄後の個体群動態

が細部に及んで比較検討され,各社会階層との関

1)学振奨励研究員



連において追及されている｡また屋久島永田地域

では野生群において採食行動を通じた個体問関係

と社会構造 ･個体群動態の究明が進められている｡

3)動物における子殺しの社会生態学的研究

秒山草丸

ハヌマン･ラング-ルで最初に確認された野生

動物 (哨乳較)社会における楼内子殺しの近因と

遠因,その相互関係を,野外調査を交えながら理

論的に考察している｡

4)ベルス･チンパンジーの行動生態学的研究

移山幸丸

1982咋皮に遂行した西アフリカ･ギニアにおけ

る野生個体群の現地調査の結果も含め,1976年か

ら6咋半の全個体識別による出生 ･死亡･消失･

移山人等の個体群動態の長期的把握と道具使用･

広銭のあいさつ行動等のチンパンジーの指穴的行

動のまとめを行っている｡

総 統

1)河合雅雄(1983):サルからヒトへく4)I

企性と形憶からみたヒト化｡創造の世界,45,

120-157.

2)河合雅雄(1983):サルからヒトへく5)一

遊動生活を考える｡創造の世界,46.120-

143.

8)河合雅碓(1983):サルからヒトへく6)- -

サルたちの一日｡創造の世界,47.144-167.

4)河合雅堆(1983):サルからヒトへく7)-

iB具を使うサル｡創造の世界,48.134-163.

5)杉山幸丸(1984):"サルを見て人間本性を

探る",農文協(東京),263pp.

6)杉山事九･松沢哲郎(1984):チンパンジー

はEU7;る.望星,15(4),36-51.

7)杉山事丸(1984):現代人の動物観｡ライフ

サイエンス, ll(3),20-24.

論 文

1)Mori,A.(1983):Camparison of the
communicativevocalizationsandbeha-

viorsofgroupranglnglnmountaingo･

rilla,chimpanzeesandpygmychimpan･

zees.Primates,24(4):486-500･

学 会発表

1)河合雅雄 :エチオピア高原のヒヒの社会｡第

-20-

20回日本アフリカ学会,富山(1983).

2) 杉山亭丸 :ハヌマン･ラング-ルの "子殺しIl

はどれだけ個体数を調節しているか｡節30回

日本生態学会,松本(1983).

3)杉山事丸 :子殺レ ､ヌマンはどこで競 り合っ

ているか.第11回個体群生態学会,春日井

(1983).

4)杉山幸丸 :西アフリカ･ギニアのチンパンジ

ー｡第2回日本動物行動学会,京都(1983).

5)大沢秀行 :ケニア北部に分布するグレービー

シマウマの集団構造｡第20回日本アフリカ学

会.富山(1983).

6)丸橋珠樹 :屋久島に生息するこホンザル即の

遊動域と個体数の関係｡第30回El本生態学会.

松本(1983).

7)大井 徹･丸橋珠樹 :屋久島におけるニホン

ザルの採食行動に関する二群間での比較研死｡

第28回プ])マ-テス研究会(1984).

8)閲安直比 ･丸橋珠樹 :ニホンザルの vocali-

zation.- 第1位メスのCallingについて

- ｡第28回プリマーテス研究会 (1981)｡

生 理 研 究部 門

大島 沼･目片文夫･林 基治･野崎共泣

活水慶子l)

研究概要

1)生殖 リズムの中枢機序に閃すろ研究

大E:a fl.5

今まで特にニホンザルについて月朋糊 ･年IB糊

リズムにともなう種々の正常値を測定してきた｡

今後,特にニホンザル繁殖リズムの季節性にLuす

る中枢機序を解明する目的で,怒気生理学的,坐

化学的,微細構造学的,生理的方法によって研究

を進めている｡

2)胎児の生理学的内分泌学的研死

大島 T7i･清水成子

羊水中に浮かぶ水棲動物としての胎児が外環境

の刺激をどのようにとらえているか.また分娩発

来に胎児が内分泌学的にどこまで的与しているか

を明らかにする｡外環境の刺激としては,現在.

音と光を主体にした生理的実験を行っている｡

1)教務職員


